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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例 (1/2)

平成20年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度

＜石の河原復元の工夫点＞

大河川
河川の流域面積： 5000m3/s セ グ メ ン ト ： 1

定性的

＜背景＞
　手取川は、かつて石の河原が広がっていたが、河川環境の変化により、近年では石の河原が減少し、岩盤がみら
れるようになっている。石の河原の減少により、イカルチドリ、カワラハハコといった石の河原に生息・生育する生物
が減少し、生物多様性が低下している。

＜課題＞
　現在の岩盤河床を、石の河原に復元することが課題であった。

＜目標＞
　手取川の石の河原が広がる原風景を再生し、生物多様性の保全を図ることを目標とした。

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

C（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価時）

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

礫河原、砂州・中州の保全・再生・創出
その他
河川景観への配慮

手取川水系十八河原自然再生事業  ～工夫事例に対する評価～
手取川水系手取川

環境整備
段 階 ：

809 整 備 計 画 流 量 ：
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取り組み内容・対策例 (2/2)

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

076-264-9910

問い合わせ先 金沢河川国道事務所調査第一課

電話番号

＜工夫事例に対する評価＞

・水制工によって石の流出が抑制され、整備後9年経過した現在も石の河原の景観が維持されている。
・石の河原が復元したことにより、整備前には確認されなかったイカルチドリやカワラハハコなどの石の河原に

依存する 生物が確認されている。


